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1、はじめに
　屋敷林をもった古い農家には，高くそびえ立つスギの大木，何本もの腕を
天に向って伸ばしたような枝をもったケヤキの大木が，建物をおおうように
茂り，クヌギ，クリ，カキ，ウメ，スモモなどの花や実をつける樹木が建物
を囲むように生い茂っている。裏にまわると蒼うとした竹林が繁っている。
　そこには，四季を通していつも野鳥のさえずりとサワサワという風の音が
あり，人々をあたたかく包んでくれる。
　そんな時，人々は思わず立止まり，そっと耳をかたむけて，ほっと息をつ
く。
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　そして，これらの木々は，春にはすがすがしい新緑を，夏には深い樹陰を，
秋にはあざやかな紅葉を，冬には寒風を切りさきながら揺れ動く枯枝を，そ
れぞれの色どりを空いっぱいに描いている。
　そんな時，人々はふと顔を上げて，さりげなく優しさを追う。
　これらの樹木のもたらす色や音には，においが満ち満ちており，人々は大
きく息をして，新たないのちを得たごとく生き生きとする。
　人間は，光・大気・水・土・動植物などとともに自然を構成し，自然から
恩恵とともに試練をもうけ，それらを生かすことによって生活を築き上げて
きた。
　ここでは，人問環境の原点，生物圏と生態系，そして環境としての森林が
どんな形態や機能をもつかなどについて考察する。
2．人間環境の原点
　人間の生活を直接ささえているものは文化である。文化の形成の過程は，
人類の歴史の過程である。それは人間と自然とのかかわりの歴史でもある。
原始人達が示した「自然への全面的な依存の時代」，現代人が示す「自然の
法則を破った人工環境時代」，そして人類が自然との調和をはかっていた前
二者の中間の時代ともいえる「並存の時代」がそれである。
　しかしながら，現代人の生活をささえる文化は「大地という自然を耕すこ
とによって生みだされたもの」という意味をもっていることを忘れることは
できまい。
　人間は，自然とのかかわりあいの歴史の中で，その自然に最も適合した技
術による開発行為を続けつつ，そこにひとつの文化，経済，社会そして景観
を持つ新しい環境を創造してきたのである。環境とは自然と人問とのあいだ
に成立したものであり，人間の自然に対する視点，価値観，世界観と深く連
繋しているものである。人間の生活と環境との関係の原点がここにある。
　水田をもつ日本の農村の周辺には，刈敷山，刈敷林また柴山などと呼ばれ
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るところが多くある。ここは昔，コナラ，クヌギ，ハンノキなどの夏緑樹林
を高刈りの桑のような台木仕立てにし，春，若い枝葉を刈りとって水田に敷
き緑肥とする，いわゆる「刈敷」をおこなったところである。これは，日本
人の食料である水稲の栽培に，森林・樹木という自然物を利用し，その生産活
動をささえていたことを示すものである。人々は，環境と開発とを一体のもの
としてとらえ生活を成立させ，独自の文化を形成させていたのである。
3．生物圏・生態系・自然の法則
　生物界は地球のごく表面の部分，すなわち水・土・空が接触している部分
に存在している。この生物界が存在している場所を生物圏とよんでいる。
　生物圏は地球を包む薄い被膜に例えられ，生物とそれが作る空問といえる。
　人類はこの生物圏の中で，地球の約45億年の歴史の流れの過程における生
物の環境への対応と自らの変化，発展すなわち進化をへて誕生した地史的に
みて最も新しく分化した生物である。
　このように人類は，他の生物と地球という環境が生みの親であり，現在も
それらが人類の生存を支えているといえる。われわれ人類が生物界の秩序の
わく内で生物圏の構成要因として自然の法則に従って生きなければならない
とう大原則の存在理由はここにある。
　自然の法則とは何であろうか。自然の中では，生物は単独では生活できず
他の個体や種と様々な関係によって結ばれ相互関係の網の一部として存在し
ている。また，生物は周囲の環境ともエネルギー的，物質的，時間的，空間
的に密接に結ばれており，環境によってすべての生活活動が制約されるとと
もに，環境に対しても大きな影響を及ぼしている。このような自然界におけ
る生物とそれをとりまく環境を生態系とよんでいる。この生態系こそ自然そ
のものである。したがって，生態系の機能と構造が自然の法則であるといえ
よう。
　しかし，現代における人間と自然との関係は，自然の中に人問が存在する
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という姿ではない。むしろ，人間の環境としての自然の姿とでもいうべきも
のであろう。そこには，人間が自然との対立思想を共存思想へ変更したとし
ても，原始時代と違って一般動植物との生活リズムがまったく異なり，人問
のもった科学文明は，結果的にはすべての生物を追いつめていくことになり，
人間生活と自然のしくみとの問にはひとつの矛盾ができてしまっている。つ
まり，人間はどうしてもある程度の資源の略奪，自然の破壊を行わなくては，
その生存を継続することは不可能なのである。
　現代の人間の生きる法則は，自然の法則ではなく，築き上げてきた文化と
文明とをもとにしての人間独自の法則によっているのである。したがって，
完全な原始的な生態系としての自然を人問の生存環境と考えることはできな
いのである。
4．半独立的部分系の形成
　自然との共存関係によって学びとって得た生きる知恵をもとに文化を創造
し，文明を構築し，過去数世紀にわたる科学技術の発達をもとに工業化され
た社会は，機械文明の驚異的な進歩をもたらし，地球生態系の中に人問中心
の半独立的な部分系をつくり上げた。そして，自然への無制限なはたらきか
けと人問の都合にあった環境をつくることが人類の進歩であると錯覚してき
た。
　コンクリートで固められた高層建築物，自動車の洪水，ハイテクを駆使し
た近代工場群，不夜城化した大都会等が最高の文明の象徴とされてきたので
ある。人類はその英知の結集として，都市すなわち半独立的部分系を形成し
た。そこには，限られたごく少数の生物が生きるだけである。生物相互のつ
ながりはもとより屋敷林のもつあたたかさ優しさはない。環境とは私たちの
住むところ，開発とはその中で私たちの生活を良くする努力である。環境と
開発とは不可分の関係をもつといえる。
　土を耕すことによって生み出された文化は，結果的には物質文明の結晶と
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いうべき都市を作り上げたが，そこでは，土を耕すことのない生産活動が多
く行なわれることとなった。そのことは，これまでとは異なる活動をもとと
して文化を形成することを意味する。ここでは，どんな文化が生まれ，どん
な文明が形成されるのだろうか。そして，どんな人間が育つのだろうか。
　半独立的部分系の系内に自然を残すか，あるいは，人工的に自然をつるく
ことが必要となる。さらに，最も重要なのは系外に豊かな自然，原始的な自
然を保全しなけらばならないことである。なぜならば，自然なきところに本
来の文化は生まれない。そして，文化のないところに人間は育つことはない
と考えられるからである。
　現代の社会での物質的な豊かさは，あらゆる拘束体制から人間を全面的に
解放するという近代的生き方の基本を作り上げた。
　物質中心の生き方は，ただ技術面でのみ注目され，技術自身をとりまく周
囲全体との関連でとらえられる習慣を見失っている。それは，技術とそれを
ささえる自然科学が精神の進歩と不可分であることを忘れているからである。
科学技術によってなされた自然のコントロールがもたらした物質的な利益は，
かならずしも人間に幸福をもたらすものではない。なぜならば，人問には物
質よりもはるかに重要なもの「精神」，「心」，「文化」などの概念で要約
できるものがあるからである。
　科学あるいは技術と人類の生存との調和を図り，人間に物質よりもはるか
に重要なものをもたらすためには，文化とそれを創造する環境が必要となる。
　文化とそれを創造する環境とは，半独立的部分系の系内では，現在残され
ているのは，屋敷林や神社林などである。
5．環境としての森林
樹木の成育には，温度と水とが必要である。この2つの要素が豊かである
ことが不可欠である。
屋敷林を形成している樹木であるケヤキやスギのような高木は，生理的に
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みて最適域とほぼおなじ立地に成育している。実際の自然界では，各植物の
成育域が一致していないことが多い。それは植物群落内や群落間での競争，
その他の社会的秩序規制が働いているためである。いろいろな競争要因と，
その競争圧によって，自然界での植物の成育地が決まる。この成育地を，生
態的最適域あるいは生態的成育域とよんでいる。
　東北地方の平地に発達している夏緑樹林（または，落葉広葉樹林）は，冬
期の厳しい低温にさらされたり，多雪に埋もれたりする。また，中部の亜高
山帯に分布している落葉針葉樹であるカラマツは，冬季に乾燥度が比較的高
く，寒さも厳しい環境のなかに発達している。
　しかし，極端に温度か水分が不足すると，砂漢や極地方のような不毛の地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとなってしまう。どちらかが不足してくると，植物は大きく生活形を変えて
その環境に適応するのである。
　屋敷林が，林または森とよばれるためには，高木があるということだけで
はない。高木の専有面積と成立密度が必要なのである。すなわち，ある広さ
の面積を高木の樹群が専有していて，その樹群の個々の木の樹冠が互いに接
しているほど密生していなけらばならない。
　樹高，密度，面積の三要素がそろった屋敷林には，多種類の動物が多数生
存し，その生活空間を満たす無機的環境である大気，土壌，水そして光とが
互いに密接な相互作用によって結びつけられているなかで生きている。生態
系が成立しているのである。
　生態系を形づくっている屋敷林のなかでは，生態系内の生物生存を規定し
ている緑色植物の光合成による有機物の生産。生物相互間での食物連鎖によ
る有機物とエネルギーの輸送構造の成立。光合成や食物連鎖による炭素・酸
素・栄養塩類などの物質の循環，遺体や排出物中の有機物の分解による無機物
への還元などのはたらきが行われている。
　屋敷林は，水・空気・土壌・鳥獣・昆虫・微生物などすべての生命現象を
含包する最高の環境なのである。ここでは，すべての生物の生存をささえる
水と大気，その水と大気を地上に確保する緑色植物が存在するが，問題は，
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植物を主体とした植物にとっての環境が確保されていることにある。同様に，
水と大気を主体とした水や大気にとっての環境が確保されているのである。
6．森林都市の姿
　人間の生活活動及び生産活動の歴史の流れの中で，人間は半独立的部分系
というべき都市を形成した。この都市は，様々な問題を内包する不安定な状
態のなかにあるが，そのうちでも最も困難で，全生物の生存そのものにかか
わるものとして環境問題がある。環境問題とは，人間の生活及び生産活動が
もたらした自然環境の破壊，汚染のことであり，いいかえるならば，大気
汚染，海洋生態系及び陸上生態系の破壊，土壌の悪化と砂漢化，野生生物の
種の減少，オゾン層の破壊，開発途上国での公害間題等のことである。
　国連人間環境会議（1972年スエーデン，ストックホルム）をもととして，
考えだされた「宇宙船地球号」及び「Only　one　Earth」的思想は，そこに住
むひとりひとり，そして生きとし生ける森羅万象すべてが，「地球号」の乗
組員であり，一員でも欠けたときに地球号は正常な航行ができないという考
え方である。また，ひとつの船であるから，それは有限なるものであり，資源
は無尽蔵ではなく，空気も水も土もまた有限なのであるという視点である。
　この発想の基本には，ふたつの視野が要求される。そのひとつは，すべて
有限なるものとしてのマクロな視野に立つことである。なにげなく使ってい
る物品の生産から消費，さらにその行くえにも責任をもつという自分たちの
生活行動と環境を守ることである。他のひとつは，大量消費によって自分達
の生活を維持しようという考え方の否定である。豊かで快適な生活の追求は，
人類発展への合言葉であったが，豊かさとは何か，快適とは何かが問いなお
されねばならない。
　これまでのように経済発展と環境保全は，平行線上を走り続けるとすれば
地球は破滅への道を進むことになり，人間は死滅の危機にさらされることに
なるであろう。
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　人間の生産活動と環境開発との関係について考えてみなければならない。
　国連環境特別委員会委員長であるブルントラント，ノルウェー首相は，1987
年2月に東京で開かれた委員会において「環境と開発とを一体のものとして
とらえ，環境問題を十分配慮した持続的開発が豊かな未来をつくる」と，持
続的開発には環境保全が必要であることを訴えた。
　1960年代から70年代にかけて論議されてきた「成長の限界」説や「ゼロ成
長」説と「絶えざる技術革新」説の対立すなわち「開発か環境かの二者択一
論」また，続いての開発と環境の調和を図った「バランス論」を越えての発
想といえよう。
　地球号における持続可能な開発をもととしての人間の具体的な生活環境と
は，森林都市をもって具体的な姿とすることができる。屋敷林は，その森林
都市での個あるいは家族単位としての姿であるδ
　「環境と開発に関する世界委員会」　（WC　E　D）の報告書一われらの共有
の未来一は，地球再生の基本理念として「持続可能な開発」を提唱した。発
展途上国の貧困克服を優先し，同時に，地球の生命システムを危険にさらす
開発を戒めた。それが，1992年6月3日よりブラジルで開かれている地球サ
ミット（開発と環境に関する国連会議）への道を切り開くキーワードになっ
たQ
　報告は「持続可能な開発」を実現するために「真摯に追求」すべき7つの
心得を掲げている。
　・意志決定に市民参加を保証する政治システム
　・付加価値と技術的知識を自立的，持続的につくり出せる経済システム
　・調和を欠いた開発が生む緊張を解消し得る社会システム
　・生態的基盤の保全義務を尊重する生産システム
　・新しい解決策をたゆみなく追求する技術システム
　・持続的な貿易と金融をはぐくむ国際システム
　・自らの誤りを正する柔軟な行政システム
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7．おわりに
　地球サミットが6月3日ブラジルのリオデジャネイロで開催された。「環
境と開発に関する国連会議」である。1972年“OnlyoneEarth”をキャッチ・
フレーズとして開かれた国連人間環境会議（スウェーデンのストックホルム）
より20年余のことである。この間地球環境は決して良い状態になることはな
く，むしろ人間の生存基盤すら失おうとしている。先進国では，文明社会の
ウミともいうべき空気，水の汚染が進み，開発途上国では，人口の急増，貧
困，病気，飢餓等による劣悪なる生活環境の増大が進んでいる。これらの人
類のかかえている課題の解決には，長い時間と多くの英知の結集が必要とな
ろう。絡みあった利害を解きほぐし，パートナーシップの精神によって地道
な努力を積み上げていかなければなるまい。ここでは，この青い地球を美し
い姿のまま子孫に伝えたいという願いをこめて環境のあるべき姿について考
察した。舌たらず，追求不足のことはお許し願い大方の御批判を御叱正を祈っ
ております。
　最後に小論を書くにあたり多くの御助言をいただいた東京学芸大学名誉教
授故小林萬寿男先生に厚く御礼申し上げます。
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